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　　婦人服敷地の着用感1と関する研究（第2報）
一着用惑に影響を及ぼす力学的性質，継水分i糖埓作一

　　　奈良す大匁政　0坂口晴子　加曝雅代゛丹羽雅5-

　目的　前報で婦人服喪だの着用感を項目別に尺雇化し↑こ。乞z. でヽ船報かエ奮地の力営的

性質，表面7和生.稗ｱく分外動輪性hよぴ挙電性を劃定レ前報。着用感結果と｡の関連づけ

をあ二心い，衣級の着用感に貼よぼ耳素ね物性^影層を朗らり･にする。

　方-/k 試料は前報劉司じであろ。袈延び)力学㈲性質副ぐES-FBシステAt-, 秘蔵竹蝸勧特

性μサーモラボ皿型にふ勺測たしr-.帯電性紳面は/]、片テ又ト茲，脱衣テスト汰，^7ンブ

ラ- 法＼'-.S.る。これらの性質の劃定はt季，冬季の環境湿雁を湾冷,して，無地の含水年を

を化さゼ:，その影鱈によるこれらの諸物性の老化を捉え乙

　妬粟　彙季の烏用感調金で繊維素叔聞にH奄真のみられrこ項目内釦*，高湿粂件下ひの

熱水分掲勧埓性乙関重づけられる。すなわち，高湿条吽において高い含水率を示す親水･阻

繊維のレーヨン, そ・－プラ裏地li疎れ性繊維のホ・りエ又テル,ナイロン爽地よりも瀋触々

差感釦a.x., Heat loss が夫｡さい。こ杓<i愛のような岑湿時でi3 し-ヨン，キ^アラ裏地cｸ

方がまレく着用で･? る二,乙乞示している。砥｡湿蛋件では二のような悟性急が小さく, 冬用

裏地の着用感に徊奏左のみられなり｀。だ二乙乙一致可る。外用乙して加X-だ絹叙廻li涵叫

Hedtloss. 乙い芭の素材に比へヽて+Jヽuﾉ/】りく暖りヽい二乙もね勺ヽる。着用感調査り｀ら絹無

地iまつありつく乙諭sit^f

がみりれす, これは絹蕎廻が軽くて曲げ参加切。ぎく, り)やわい｀さのたのにﾖ,つわり

フくこと｡なごが坦察される｡

　*･違亀東レ(株)勤務

　　　　９月16日(日)第13会場　午後1 :00～4 :00
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　回吟　前戴a'iss、な眼。型繭外どレｚの弘ぜ呵現象､べ痴回レ、^-rレトダゲ弓乱1タ

よ･･で型繭れu↑゛柘糾のうが元砂懸乞誕むヽね眼のB叫が呵・孵琳吟＼（評価■tみ駒釦K °

いズ爆啄レ似。　オ徊tヽ･､ss、うの評硝勿茲巨ぷ。t'lScら匹r< g鯛

<n峰靖y ) -^.閉いざ、弘悟が呵Y-印の簒奪石碑城権および鳶紳拶臨ぼ哺Y.・嘲係-g. 扉糾レ、

印の疹命折針の仁めの藻虜附'f糾乞屏ゐタし乞｡回脚v･レIいね。

　か＆K鴇一郎シス斤い＼クルス紅mレ似藻乖仰碑叫刈心脚口緩知鴎呟；り･レづ喰)^^

＼タつ＼/ヽiTりの蘭垂^痛討レら。拓嫁永峰^孫研・痴溥雄略^･・謳哨-^鳶彪レ、犀嘩球

擲＼く仰知か菰第味彫-fc･脚定レ仁。　り･/一ずと

^ 乃汽めべ、e,i 張盾母f ti'Tヽ確参レ^ル貳凍餅＼.タiり・如吋心レずK っ六t 諦討レx<。

　拾嬢　-I). 却<r)葬乖μ碑鋳ぽ(力む働、引依脈ぼlタ}7-,づﾌ、レグりづニンヌY.マ呂の徊関ぶ葎

へ卿＜凛凛綿々Ki-f勿眺ぼじ了しφ飢く唯々関係ぶ堤むこ7四阿。　幻、か回線和叫稼2･

･^、喬希-p φ顧康仏値り鞘<r>糾教値べ直礦圃僚ざ升t､匹、差φ扨配＼.-^ し0ヽら、緞和レ

や-^の^ゾ塚館みレや百い多々を｡誰悟レａ。=j μ溥潮紅唇の函]犠和嫁如ぶ脚-f､帰恥ロぬ

々匹、^a^i:が呵の予測､べ和知以郵>> タ't."c溥fS^めμ。3)、り1/ 一グ娯ぽに・フいでも･、抑

びひずみらの禰謙叫漆'c時咄の対教冰げ画借間峰びみ^φ･、-iφ碍齢いび゛じかこツ、n ^＼-

ずし／φ耳い^ゾ砂蘭匹レや可・づY.-^鯵砥レr<.　4.)、ｙレマ’絡ぽ^ 糎時刻宛･べわし

声知の備彦、静附溥|定の脚ジ;乖'71卜ずぶ峰夢々匹、峰翔崩ぺねaft <n B^ij.が吋^･予測マ%

貳φレぶ臍Cn 抑な。


